
岩
城
島
　
先
田
名
後
か
ら
見
る
岩
城
橋

岩
城
島
　
先
田
名
後
か
ら
見
る
岩
城
橋

さ
き
 た
　
な
　
ご

さ
き
 た
　
な
　
ご

令
和
３
年

令
和
３
年

９
月
号

V
o
l.6
4

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

上
島
町

９
月
号

主
な

内
容

 
主

な
内

容
 

・
６
月

定
例

会
・
６

月
定

例
会

・
議

員
視

察
・
議

員
視

察

Ｐ
４

 ～
 Ｐ

５
 

Ｐ
４

 ～
 Ｐ

５
 

Ｐ
1
3

Ｐ
1
3



令和３年６月８日　弓削総合庁舎議場にて全員出席で開催

【報告事項】
新型コロナウイルスワクチンの接種状況について
　上島町は５月 10 日に県内でいち早くワクチン接種を開始することができ、接種率も県下で上位にあ
ります。さらに６月１日には、国の指針の離島特例に従い、魚島、高井神島において 16 歳以上の全島
民を対象にした集団接種を実証しております。６月２日時点での、接種予約状況は町内全域 65 歳以上
は 82.90%。今後もワクチン配給量にもよるが、ワクチン接種を加速させていく。

岩城橋架橋後の今治～土生航路の運航体制検討について（経過報告）
　この件について、令和３年２月 22 日開催の芸予汽船役員会において議題提出された。岩城橋開通に伴
い利用者の減少が見込まれ、引き続き赤字経営が継続することが予想されるが、今治～土生航路は生活
航路であり、利便性を確保していく必要性があることなどの説明があり上島町、今治市、尾道市から様々
な意見が出されたが、運航便数の結論には至らず、今後、役員会とは別にワーキンググループを立ち上げ、
今治～土生航路の運航体制を協議する事となった。本年 12 月全員協議会で最終案を提出する方向で進め
ており、全員協議会終了後、関係機関への事務手続き及び住民周知を行っていく。上島町の方針は、生
活航路であり、大幅減便は利便性の低下を招くとともに住民の理解も得にくく、岩城橋開通による影響
やこれまでの収支状況を考慮しながら、経営の改善及び利便性を確保するよう要望していく。

岩城橋架橋後の町有バスの運行について
　令和３年度末に岩城橋が開通し、上島４島を陸上移動できることになり、地域住民の「暮らしの足」
として、実情に合わせた運行再編の基本方針【町内主要地点を中心とした運行、利用目的に合わせた
ダイヤ編成、利用に応じた利便性の高い運行、運行経費の削減、利用実績に応じた利便性の高い運行、
船便との接続に留意したダイヤ編成】が説明された。それに伴い、議員からも意見が出された。

大西議員）これ報告事項ですよね、協議事項じゃないですよね。ということは議会の意見は聞か
ないという話なんですかね。
荒井公営事業課長）この場は報告事項とさせて頂いております。
大西議員）ネットワーク協議会の傍聴に行きましたが、区長さんも顔ぶれ見るとバスを多分利用
されている方じゃないよねっていう年齢層の方だったんですよね。それを考えると細かく実際的
な会議を開いて皆さんの意見を頂かないとうまく運行できないんじゃないかと思うんですが。
荒井公営事業課長）地区長さんにも意見集約して聞いておりますし、全員の意見、個々の意見を
集約して取りまとめることは不可能だと思っております。
濱田議員）ネットワーク協議会を傍聴させて頂きました。会議終わったこの資料を置いて帰れと
言う事なんですね。これはどういう意図があるのか。
上村町長）今回この資料、議員の皆様に説明させて頂いておりますので、その前に資料が渡るの
はよろしくないという判断の下に、そういう対応をしたものと私は判断しております。
寺下議員）通学生の直通のバスを路線配置してますが、帰りの便というのは、その子その子の条
件にあった帰路につくと思うんですね。そうした人たちのバス路線を考える時に、そういったも
のを考慮したのかどうか。
荒井公営事業課長）立石港経由にはなるんですけれども、岩城に行くことは可能でございますの
で、そちらの利用を考えております。

令和３年 第２回全員協議会令和３年 第２回全員協議会
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立石港利用車両待機レーン増設工事
の概要について
　岩城橋開通後、利用車両の増加が見込
まれ、県道へのはみだし駐車及び、事故
防止対策措置の必要がある。

第三セクター経営状況の報告について
①  株式会社いきなスポレク
　フェスパ部門においては、指定管理料（令和２年～）を温浴施設等の経費に充当し運営を始めたが、
昨年３月の新型コロナウイルス感染拡大の第一波から緊急事態宣言発令などで思うような集客が出来
なかった。また、第三波の影響で苦しい状況が続き、雇用調整助成金等各助成金制度等を活用し、経
費削減に努めた。
　公園施設部門（スポレク）においては、新型コロナウイルス感染拡大の第一波から緊急事態宣言発
令等で、過去に例の無いほど多大な影響を受けた。前年度対比で見ると、体育館施設等に関しては、
施設全体では 13,120 人利用（5,554 人減）、プール利用者数は、10,587 人（2,760 人減）野球場利用に関
しては 1,647 人（1,653 人減）となっている。一方でプール利用者数においては、全体では減であるが
水泳教室では年間 863 人増となっている。令和３年度より、スポーツ合宿事業だけでなく、教育実習
事業にも取り組んでいる。大学の教職員現地研修の予約も頂くなど、スポーツ合宿施設利用者も戻り
はじめており、業績回復が図れる。また、町長より株式会社いきなスポレクに対する貸付金 4,700 万円
の説明があった。
②  株式会社いわぎ物産センター
　株式会社いわぎ物産センターにおける、第 36 期事業報告及び決算報告、第 37 期事業計画が報告
された。事業報告では部門別に集計され、前年度比、営業部門 111.9％、製造部門 84.7％、売店部門
88.7％、喫茶部門 82.3％、総計 98.7％、総売上高 1 億 3,143 万６千円となっている。第 37 期事業計画に
おいては、営業収益１億 3,700 万円、前期対比 104.23％と見込んでいる。

【協議事項】
６月定例会提出予定議案の概要説明
　詳細は４ページから５ページをご参照ください。

寺下議員）生名支所を拠点としたバスターミナル化をすれば一般住民にとっても乗り分けが出来
るんですね。そこらの乗り合わせを考えていかないと、住民にとって本当の利便性が生まれるの
か。ダイヤ編成は大変苦慮すると思うので、そこらは検討して頂きたいと思います。
上村町長）十分に協議を重ねたいと思っております。私も職員から何度も報告を受けまして、よ
くここまで持ってきたなと感心をしております。改めてネットワーク協議会あるいは担当が一生
懸命考えて参りますのでご理解頂きますようにお願いいたします。

繁忙期に県道へはみだす車両

新設される待機レーンの進入路
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令和３年５月 20 日付で大西前副議長が辞任。副議長選挙を実施。
有効票８票のうち７票を獲得し、寺下滿憲議員に決まる。

「前田省二議長は、議長としての資質に欠ける」として、提出者：大西幸江議員、
賛成者：池本興治議員・濱田高嘉議員から不信任決議案が提出され、賛成６・
反対６と同数になったため、副議長の裁決により可決。

プール運営の実情に合わせ利用料の一部を改正。

令和３年度上島町一般会計補正予算（第１号）　ー　可決　ー
　新型コロナウイルス感染症対策として緊急に対応するため専決処分したもの。
　　主な事業　　・飲食店営業時間短縮等協力金事業  　　　　1,544 万円
　　　　　　　　・えひめ版応援金（県・市町連携事業）　　　1,600 万円

　議会が一丸となって、町政運営に正々堂々と正論で戦っていく議会
でなくてはならない。このように常々から思っております。議会が明
るくなり、町政が明るくなって、町民の方々の幸せが生まれてくるも
のと強く感じております。皆さんの期待にこたえて、私は、残された
任期を全うしてまいる決意でありますので、皆さんの温かいご支持や
ご声援、ご指導を賜りますことをお願いいたします。

主な議案等に関する審議結果

○副議長選挙

○上島町議会議長の不信任決議　ー　可決　ー

○専決処分の承認を求めることについて

○上島町スポーツ合宿村公園条例の一部を改正する条例　ー　可決　ー

副
議
長
就
任

あ
い
さ
つ

・コロナ対策を協議する会の開催を
求め、議員の過半数の署名を集めて
要望したにも関わらず、感染対策期
を理由に開催されなかった。
・議会をとりまとめ議会の理事者に
対する正常なチェック機能を果たす
議会運営に積極的に取り組む姿勢が
見られない。
・議会内勉強会や住民との意見交換
会の開催にも消極的。

（濱田議員）
　新型コロナウイルスは瞬く間
に世界各国に感染が広がり、私
たちの地域社会、地域経済に与
えた影響を考えますと、素早い
対応、素早い対策が求められて
おりますにも関わらず議員の要
望した会議を開かなかったとい
うのが事実であります。

（大西議員・濱田議員）
再三にわたり、全員協議会の開催要望を行っていたにも関わらず、「感染

拡大期」を理由に招集されていません。しかしながら、本議案は「議会を招
集する時間的余裕がなかったため、専決処分した」とあり、専決事由が明確
であるとは言えない。

・水泳教室の利用実態に合わせ
た利用料の設定

・温水シャワーの利用料が実態
と異なっていた。

・利用料の設定を事業者の裁量
に任せられる条例を制定し
た方が良いのではないか。

・月極め利用の不測の事態によ
る日割り還付等の取り決め
が必要ではないか。

提
案
理
由
（
要
旨
）

改
正
ポ
イ
ン
ト

懸
念
事
項

反対討論！（要旨）

賛成討論！
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コロナ関連予算に関しては、確かにコロナで影響を受けている事業者への支援や高齢者へ
の支援は必要であると感じるところですが、もっと裾野を広げた対策も必要であると考え
ます。コロナで苦しんでいるのは、高齢者だけでも、特定の事業者だけでもありません。

フェスパへの備品の購入やコロナ対策の工事に関しては、まず基本協定書の瑕
か

疵
し

が認めら
れ、基本協定書を丁寧に見直さずに、このまま備品購入をすることは問題の再発を招きか
ねず、今後のことも考慮し見直してからでなければ、備品購入の根拠が曖昧です。

株式会社いきなスポレクへの支援金に関しても、基本協定書の内容が余りにも古く、管
理の範囲も修正しないままであり、委託している事業の仕様書もありません。また、令和 3
年度に関しては、事業計画も予算もなく、取締役さえも不在の状況で、4,700 万円ものお金
を投入するには、先行きが不透明過ぎます。

老朽化した救急車の更新に伴い高規格救
急車を購入する

各島内支線運行のため 10 人乗り車両を
３台購入する

予算決算委員会に一般会計補正予算及び特別会計補正予算、計３件を付託しました。
詳細記事は、７ページから８ページをご参照ください。

○令和３年度　一般会計補正予算及び特別会計補正予算

令和３年度　上島町一般会計補正予算（第２号）　ー　可決　ー

○物品売買契約の締結について

反対討論！

高規格救急車購入事業　ー　可決　ー 町有バス購入事業　ー　可決　ー

大西幸江 議員

不信任決議に対する前田議長のコメント

コロナ禍という前代未聞の状況下、緊急事態宣言（愛媛県は蔓延防止対
策期間）が発せられており、協議会を開催すべきとの議員の声を受けたに
も関わらず、職員・議員を集め会合を行うことが適切かどうかの判断に迷
い、機を逸してしまったことは痛恨の極みです。

不信任決議については真摯に受け止め、今後は寺下新副議長と共に、議
員全員のまとめ役としての職責を全うすることで信頼回復に務めて参り
ます。

車両イメージ図
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　　　　　　　　　　　議　員　名
　　議　案　名

德
永
貴
久

林
　
敬
生

藤
田
徹
也

山
上
耕
司

宮
地
利
雄

林
　
康
彦

池
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章

藏
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重
文

大
西
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江

亀
井
文
男

濱
田
高
嘉

池
本
興
治

寺
下
滿
憲

前
田
省
二

審 議 結 果

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度上島町一般会計補正予算（第１号））

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × × 〇 賛成　９人　可　決

上島町スポーツ合宿村公園条例の一部を改
正する条例

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 賛成  11 人　可　決

令和３年度上島町一般会計補正予算
（第２号）

〇 〇 〇 〇 〇 × × 欠 × × × × 〇 〇
賛成　６人　同　数
議長裁決　　可　決

辺地に係る総合整備計画の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 賛成  11 人　可　決

公共交通に関する特別委員会の設置 × × × × × × × 欠 〇 × 〇 × × 賛成　２人　否　決

上島町議会議長の不信任決議案 × × × × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 －
賛成　６人　同　数
副議長裁決　可　決

賛成：○　反対：×　欠席：欠　地方自治法第 117 条による退場者：―

賛 否 の 分 か れ た 議 案

全 会 一 致 の 可 決 議 案
専決処分の承認を求めることについて

（上島町税条例等の一部を改正する条例）
令和３年度上島町特別養護老人ホーム事業会計補正
予算（第１号）

専決処分の承認を求めることについて
（上島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

工事請負契約の締結について
（防災情報伝達システム構築工事）

上島町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する
条例

物品売買契約の締結について
（高規格救急車購入事業）

上島町手数料徴収条例の一部を改正する条例
物品売買契約の締結について

（町有バス購入事業）

上島町介護保険条例の一部を改正する条例
上島町特定環境保全公共下水道生名浄化センター他
の建設工事委託に関する協定の締結について

令和３年度上島町介護保険事業会計補正予算（第１号） 上島町議会会議規則の一部を改正する規則

6

上島町議会だより　64号

6



予算決算委員会
令和３年６月 18、22 日　弓削総合庁舎議場にて開催（欠席：藏谷 重文 委員）

議案第 53 号「令和３年度上島町一般会計補正予算（第２号）」につい
ては修正動議が提出され、５対６の賛成少数をもって否決。そして、原
案については、６対５の賛成多数をもって、可決すべきものと決定。議
案第 54 号及び議案第 55 号の特別会計補正予算案２件については、全会
一致をもって可決すべきものと決定した。

予算決算委員会委員長報告

議 員 間 討 議
報告する林康彦委員長

・町長の社長就任、スポレクの事業計画策定、協定書の修正が先であり、その後予算計上
すべきである。

・西日本豪雨の時も支援金が認められてきた経緯がある。今回のみ協定書を持ち出すのに
整合性があるのか。

・フェスパ厨房機器の問題は、以前の業者が勝手に処分したもの。町が原状回復するもの
ではないか。

・瑕
か

疵
し

はあったものの、町も協定書の見直しを明言しているため、問題は無い。

一般会計補正予算（第２号）修正案提出（提出者：大西 幸江 委員）

フェスパ及びスポレクと結ぶ基本協定書の内容に瑕
か

疵
し

があり、今予算を計上する
根拠がなく、筋が通らない。協定書をしっかり見直し、状況が整った状態での予算
計上を強く求める。

提
案
理
由（
要
旨
）

フェスパ関連費740万円、スポレク財政支援金4,700万円減額

藤田 徹也 委員

濱田 高嘉 委員

　＜賛成討論＞「協定書内容と実態との整合性を」
未だに町長がスポレクの社長に就任されていないということに加

え、予算決算委員会の審議中に明らかになった、町と第三セクターい
きなスポレクが交わした基本協定書に瑕

か

疵
し

があることが認められた以
上、基本協定書の訂正、見直しを速やかに実施し、協定書内容と実態
との整合性を図った上で、議会が納得出来る予算計上がなされるべき。

　＜反対討論＞「倒産回避、雇用維持に支援金は必要」
フェスパ修繕費及び備品購入費は前指定管理者の管理不足、経年劣

化によるもので、予算計上は当たり前。スポレクの支援金は同社の倒
産を回避し、従業員の雇用を担保し、債務無しで新たなスタートを切
ることに必要不可欠。

7
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海光園Ｗｉ - Ｆｉ環境等整備事業 ５２３万５千円

生名スポレク財政支援金 ４, ７００万円

内訳：設計委託料６０万円、整備工事３８０万円、備品購入８３万５千円

フェスパ備品購入 ５５０万円 内訳：厨房機器１７０万円、空気清浄機３８０万円

　【予算概要】
・�海光園全体でＷｉ - Ｆｉが使えるよう工事及び備

品購入を行う。
・�コロナ禍であり、遠隔で行えるリモートでの面会

や職員の研修に使用。
・�今後、事務負担軽減のためＩＣＴを利活用した介

護サービスを検討していくが、Ｗｉ - Ｆｉ環境が
整備されていないと使用出来ない。

　【予算概要】
・�厨房機器はフェスパ建設当初は備え付けられていたが、前指定管理者が機器を交換してしま

い、町が買い取って町の所有とする。
・空気清浄機は各部屋、レストラン、ロビー等３２台設置。

大西委員
・�協定書に備品として計上されていないのになぜ備品として購入するのか。建設当初から備え

付けられていたならば、予算計上の前に協定書の修正が先ではないか。
池本光章委員
・�前指定管理者は資金難や役場の協力が得られないということでリースという形式をとったと

考えるが、今回の様に買い与えればよかったのではないか。
寺下委員
・Ⅰ種Ⅱ種備品の定義を明確にしなければ同じ問題が起きる。ルールに則

のっと

った運用を望む。

大西委員
・�委託料の根拠となる協定書が間違っている。先に協定書をやり直すべきでは。
池本光章委員
・�社長就任も出来ていない。使途も不明である。事業計画書があがってきて、その中に
  ４, ７００万円の使途詳細をうたうのが当たり前ではないか。

　【予算概要】
① 借入金、未払金等 ５, １００万円

支払わなければならない金額
② リース解約金 ７５０万円
③ 現預金、※売掛金 １, １５０万円 ※比較的短期間に現金となる資産
差額（① + ② - ③） ４, ７００万円 支援金となる算定根拠

大西委員
・�ほとんどが機器代であり、設計費 60 

万円は高い。どうすれば安く出来るか
を職員も考えるべき。

濱田委員
・�民間と比べ、海光園の職員が多いよう

に感じる。今回のＷｉ - Ｆｉ整備は職
員の削減に繋がるものなのか。

 

  補正予算、ここに注目！！

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・・〜・〜・〜・〜・・〜・〜・〜・

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・・〜・〜・〜・〜・・〜・〜・〜・

〜
・

〜
・

〜
・

〜
・

〜
・

〜
・

〜
・
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山
上 

耕
司 

議
員

弓
削
高
校
の
存
続
と

魅
力
化
向
上
の
支
援

を

弓
削
高
校
存
続
の

展
望
は
ど
う
な
の

か
、
ま
た
魅
力
化
政
策
の

中
で
も
公
営
塾
の
実
績
や

効
果
、
学
校
給
食
提
供
の

考
え
、
そ
し
て
島
親
制
度

の
内
容
を
問
う
。

令
和
５
年
度
か
ら

４
年
間
、
地
元
中
学

校
卒
業
生
徒
数
が
少
な
く

入
学
生
が
20
人
未
満
の
状

況
が
続
く
。
島
外
又
は
全

国
募
集
の
入
学
者
確
保
の

取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。

公
営
塾
の
実
績
や
効
果

に
つ
い
て
は
、
開
塾
以

降
、
上
島
町
内
中
学
生
の

弓
削
高
校
へ
の
進
学
率
が

上
が
り
、
ま
た
卒
業
生
の

大
学
等
へ
の
進
学
率
も
上

が
っ
た
。
生
徒
の
半
数
以

上
が
入
塾
し
全
国
的
に
見

て
も
高
い
入
塾
率
で
あ

る
。
弓
削
高
校
の
魅
力
の

一
つ
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し

て
ゆ
く
。
給
食
提
供
は
全

国
募
集
に
お
け
る
魅
力
化

向
上
の
た
め
の
重
要
な
コ

ン
テ
ン
ツ
で
前
向
き
に
検

討
す
る
。
島
親
制
度
と
は

下
宿
生
活
を
送
っ
て
い
る

生
徒
た
ち
が
安
心
し
て
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

地
域
の
方
々
に
親
代
わ
り

に
な
っ
て
頂
き
、
交
流
を

通
し
て
島
で
の
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
頂
く
制
度
で

あ
る
。
現
在
10
組
の
島
親

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

藤
田 

徹
也 

議
員

瀬
戸
内
海
特
別
措
置

法
に
伴
う
漁
場
の
生

産
量
向
上
措
置
を

町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
漁
業
を
未
来
に

ど
う
繫
げ
て
い
く
の
か
。

瀬
戸
内
海
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
施
策
を
ど
う
練
っ

て
い
る
の
か
。
上
島
町
内

漁
協
各
支
所
及
び
愛
媛
県

と
ど
の
よ
う
な
連
携
を

取
っ
て
い
る
の
か
。

上
島
町
を
代
表
す

る
水
産
業
を
、
こ

の
ま
ま
衰
退
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
重
要
な
課
題
と
捉

え
、
水
産
環
境
整
備
事
業

を
実
施
し
、
町
の
漁
場
整

備
に
力
を
注
い
で
い
る
。

海
の
環
境
保
全
の
推
進

は
、
上
島
町
に
と
り
重
要

な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
。

水
産
業
育
成
の
為
、
地
元

漁
業
者
、
地
元
団
体
等
の

現
場
の
声
を
反
映
し
て
い

く
。

瀬
戸
内
海
に
お
け

る
酸
素
不
足
、
栄
養

不
足
の
改
善
方
法
と
し
て

海
底
耕
運
、
純
鉄
粉
を
主

原
料
と
す
る
肥
料
散
布
が

有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
海
底
耕
運
と
併
用
し

た
施
策
は
検
討
さ
れ
て
い

る
の
か
。

※�

久
司
浦
地
区
あ
さ
り
の

会
と
近
畿
大
学
と
の
共

同
研
究
契
約
締
結
に
よ

る
も
の愛

媛
県
と
情
報
共

有
し
上
島
町
の
海

の
環
境
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
海
底
耕
運

に
つ
い
て
は
事
例
が
な
い

為
、
今
後
し
っ
か
り
と
各

関
係
機
関
と
協
議
し
、
実

施
し
て
い
き
た
い
。

大
西 

幸
江 

議
員

ゆ
げ
海
の
駅
舎
「
ふ

ら
っ
と
」
の
活
用
を
促

進
せ
よ平

成
29
年
４
月
11

日
に
竣
工
式
を
行

い
、
施
設
運
営
が
開
始
さ

れ
た
ゆ
げ
海
の
駅
舎
「
ふ

ら
っ
と
」
で
す
が
、
施
設

運
営
も
５
年
目
で
あ
る
。

当
初
の
目
的
が
ど
れ
く
ら

い
達
成
さ
れ
て
い
る
の

か
、
今
ま
で
の
実
績
と
総

括
、
そ
し
て
今
後
の
展
開

を
説
明
せ
よ
。

５
年
間
の
利
用
状

況
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
出
る
ま
で
は
、
増
加
し

て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
も
お

こ
な
っ
て
お
り
、
少
し
ず

つ
施
設
活
用
も
増
え
、
交

一般質問
令和３年６月 15 日に開催された第２回定例会では、７名の議員が一般質問を

行いました。答弁に関しては、理事者側答弁ということで答弁者の個人名は省略。
また一般質問は質問者が 400 字程度で要約しています。
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ハ
ー
ド
と
し
て
整
え
た
も

の
及
び
今
後
不
足
し
そ
う

な
も
の
な
ど
計
画
を
説
明

せ
よ
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
面

の
活
用
方
法
や
オ
ン
ラ
イ

ン
事
業
に
関
す
る
取
組
方

針
と
保
護
者
対
応
を
説
明

せ
よ
。

早
急
に
必
要
に

な
っ
た
タ
ッ
チ
ペ
ン

は
購
入
し
、
活
用
し
て
い

る
。
ま
た
ス
ク
リ
ー
ン
、

ス
ピ
ー
カ
ー
、
マ
イ
ク
等

も
整
備
し
た
。
校
外
学
習

で
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
整

備
と
電
子
黒
板
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
希
望
が

学
校
か
ら
あ
が
っ
て
お

り
、
検
討
中
で
あ
る
。

ソ
フ
ト
面
は
、
弓
削

商
船
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
発
達
段
階
に
応
じ
た

学
び
、
学
校
に
行
き
に
く

い
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の

保
障
な
ど
も
検
討
中
で
あ

る
。
保
護
者
の
同
意
書
に

関
し
て
は
、
近
日
中
に
取

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

流
人
口
の
拡
大
が
図
ら
れ

て
い
る
。
海
の
駅
舎
は
、

特
定
の
グ
ル
ー
プ
に
貸
し

出
す
施
設
で
は
な
く
、
い

つ
で
も
気
軽
に
自
由
に
利

用
で
き
る
場
所
で
あ
る
。

過
去
４
年
間
も
実
績
等

出
来
て
い
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。
指
摘
を
受
け
た

部
分
に
つ
い
て
は
、
十
分

注
意
し
て
、
で
き
る
と
こ

ろ
は
や
っ
て
い
く
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

の
今
後
の
取
組
み

今
年
度
か
ら
、
小

中
学
生
に
一
人
一

台
の
ク
ロ
ム
ブ
ッ
ク
が
配

布
さ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
た
め
の

池
本 

光
章 

議
員

サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
に

よ
る
町
へ
の
経
済
効

果
は

サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー

利
用
者
の
過
去
の
年

度
で
１
番
多
か
っ
た
人
数

と
、
そ
の
時
に
町
が
負
担

し
た
金
額
を
お
示
し
下
さ

い
。

サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー

事
業
の
過
去
最
大

の
利
用
は
、
令
和
元
年
度

で
利
用
件
数
５
，
９
１
９

件
、
利
用
者
数
１
万
２
，

１
８
６
人
。
町
が
負
担

し
た
自
転
車
運
搬
料
料

金
総
額
、
２
１
４
万
１
，

１
２
０
円
で
す
。

そ
れ
だ
け
の
金
額

を
税
金
で
負
担
し
て

い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

で
は
、
そ
れ
だ
け
の
税

金
を
小
売
業
者
か
ら
納
税

し
て
頂
く
に
は
ど
れ
く
ら

い
の
収
入
増
が
必
要
な
の

か
。
観
光
客
が
増
え
れ
ば

売
上
げ
が
増
え
る
、
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
町
民
の
血

税
で
負
担
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
負
担
金
額
以
上
の

税
収
が
見
込
ま
な
け
れ

ば
、
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
は

廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
参
考
に
し
た
サ
イ

ク
ル
フ
リ
ー
利
用
者
に

よ
る
収
入
は
約
１
億
５
，

０
０
０
万
円
と
の
回
答
で

す
が
こ
れ
は
実
態
の
な
い

数
値
で
す
。
再
度
実
態
調

査
の
予
定
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
が
架
空
の
数
値

に
な
ら
な
い
よ
う
、
し
っ

か
り
と
追
跡
調
査
が
あ
る

こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま

す
。上

島
町
に
お
け
る
コ

ロ
ナ
対
策
は

今
ま
で
上
島
町

は
、
ど
ん
な
コ
ロ
ナ

対
策
の
対
応
を
し
て
き
た

の
か
。
町
民
の
皆
さ
ん

は
、
感
染
を
持
ち
込
ま
な

い
よ
う
に
と
、
不
要
不
急

の
外
出
を
自
粛
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
町
外
に
暮

ら
す
身
内
に
帰
省
自
粛
を

連
絡
し
、
子
供
や
孫
、
そ

し
て
祖
父
母
に
も
会
え
な

い
状
態
を
我
慢
し
て
お
り

ま
す
。
近
隣
県
に
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て

も
、
上
島
町
で
は
、
県
外

か
ら
の
キ
ャ
ン
プ
す
る
人

や
サ
イ
ク
リ
ス
ト
、
釣
り

客
を
受
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
人
達
の
中
に
は
、
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い

人
も
か
な
り
多
く
見
か
け

ま
す
。
町
民
に
対
し
て
、

い
ろ
い
ろ
呼
び
か
け
を
し

て
、
町
民
は
呼
び
か
け
に

答
え
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
町
外
か
ら
の

感
染
持
込
み
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
キ
ャ
ン
プ
場
の
閉

鎖
や
、
マ
ス
ク
着
用
の
呼

び
か
け
を
や
ら
な
い
の

か
。
出
来
う
る
範
囲
で
の

検
温
も
必
要
で
は
な
い
の

か
。
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
を

考
え
て
、
町
民
が
安
全
、

安
心
な
暮
ら
し
が
で
き
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
お
答
え
願
い
ま
す
。

対
策
本
部
に
お
い

て
、
各
担
当
課
、
個

別
の
対
応
を
協
議
し
、
指

示
を
徹
底
い
た
し
ま
し

た
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

寺
下 

滿
憲 

議
員

花
の
島
構
想
は
、
地
域

住
民
活
動
で
観
光
に
つ

な
げ

上
島
町
で
は
、

２
０
１
０
年
（
平

成
22
年
度
）
よ
り
美
し
い

町
を
創
造
し
て
、
花
と
音

楽
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
上
島

更なる活用が期待される海の駅舎
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こ
の
４
年
間
、
音
楽
祭

が
無
く
な
り
、
花
に
つ
い

て
も
、
十
分
な
対
応
が
出

来
て
な
い
状
況
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

こ
の
花
の
島
構
想
は
、

各
島
で
の
草
花
や
花
木
の

植
栽
と
育
成
を
通
じ
、
地

域
住
民
の
交
流
活
動
の
促

進
が
図
れ
、
併
せ
て
観
光

振
興
に
寄
与
す
る
活
動
が

出
来
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
で
は
、

高
齢
化
等
で
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
加
者
が
減
少

し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
継
続
及
び
地
域

の
方
と
協
議
し
な
が
ら
、

一
緒
に
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

町
を
目
指
し
、
美
し
い
花

の
島
を
後
世
に
残
す
目
的

で
、
上
島
四
島
を
四
季
に

た
と
え
て
島
ご
と
に
地
域

の
各
種
団
体
・
花
愛
好
家
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
行
政

の
進
め
る「
花
の
島
構
想
」

に
参
加
し
て
島
ご
と
に
花

を
植
え
て
今
日
ま
で
10
年

が
過
ぎ
た
が
、
構
想
の
到

達
点
を
ど
の
よ
う
に
描
い

て
い
る
か
。

構
想
の
現
在
ま
で
の
進

捗
状
況
を
評
価
し
て
、
今

後
の
構
想
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
答
弁
を
求
め

る
。

現
在
、
ま
だ
ま

だ
花
の
島
構
想
は
、

到
達
し
て
い
な
い
と
考
え

る
。

自
治
会
・
防
災
組
織

運
営
に
は
、
公
助
が

必
要

自
治
会
は
、
任
意

の
団
体
で
あ
る
た

め
、
住
む
地
域
で
事
態
が

異
な
る
。
全
て
を
同
一
化

は
困
難
だ
と
思
う
が
、
地

域
で
は『
高
齢
化
が
進
み
、

世
話
を
す
る
役
員
の
な
り

手
が
い
な
い
』『
自
治
会

に
入
っ
て
も
何
の
メ
リ
ッ

ト
も
な
い
』
そ
し
て
、
高

齢
化
で
人
口
減
が
進
み
会

員
数
の
減
少
で
自
治
会
運

営
が
難
し
い
。

い
ま
、
自
治
組
織
が
だ

ん
だ
ん
弱
体
化
し
て
い
る

現
実
の
中
、
行
政
の
公
助

が
必
要
で
す
。

い
よ
い
よ
、
岩
城
橋
開

通
で
す
。
新
時
代
に
合
わ

せ
た
自
治
会
活
動
・
自
主

防
災
組
織
の
活
動
指
針
を

示
し
て
。現

在
の
自
治
会

は
、
い
ろ
い
ろ
問
題

が
あ
る
事
を
私
も
４
年
間

で
体
験
し
て
い
る
。
自
治

組
織
単
独
で
解
決
が
困
難

な
場
合
は
、
町
が
調
整
役

と
し
て
協
力
す
る
考
え
で

い
る
。

自
治
組
織
、
自
主
防
災

組
織
の
活
動
は
、
自
助
、

共
助
の
精
神
に
基
づ
い
た

活
動
が
基
本
で
あ
り
、
町

が
自
治
活
動
、
自
主
防
災

活
動
の
指
針
を
示
す
こ
と

は
控
え
る
。

今
後
も
町
と
自
治
組

織
、
自
主
防
災
組
織
で
十

分
に
話
し
合
い
な
が
ら
問

題
解
決
や
改
善
に
向
け
共

に
歩
ん
で
行
く
考
え
で
い

る
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

濱
田 

高
嘉 

議
員

県
警
捜
査
二
課
の
捜
査

及
び
検
察
庁
へ
の
書
類

送
致
に
つ
い
て

廃
棄
物
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律

違
反
の
被
疑
者
と
し
て
、

住
民
３
名
が
県
警
捜
査
二

課
の
取
調
べ
を
受
け
た
が

不
起
訴
処
分
と
な
っ
た
。

元
町
議
で
廃
棄
物
取
扱
い

業
者
が
町
の
同
じ
仕
事
を

す
る
同
業
者
を
告
訴
し
た

と
か
、
何
ら
か
の
対
処
の

仕
方
が
な
か
っ
た
の
か
。

法
律
違
反
を
し
た

業
者
の
問
題
で
あ

る
。
許
可
書
も
な
い
業
者

に
仕
事
を
発
注
し
た
当
時

の
フ
ェ
ス
パ
運
営
代
表
者

の
責
任
で
あ
る
。
対
処
の

仕
方
が
な
か
っ
た
か
と
の

問
い
で
す
が
、
町
長
就
任

時
と
重
な
っ
て
お
り
、
対

処
を
す
る
必
要
も
な
い
と

判
断
し
て
い
る
。

捜
査
の
核
心
は
、

選
挙
違
反
、
公
共
事

業
の
不
正
等
に
伴
う
贈
収

賄
と
「
実
報
」
に
掲
載
さ

れ
た
関
係
者
の
違
法
性
、

不
正
等
の
有
無
の
捜
査
も

行
わ
れ
た
が
、
不
起
訴
処

分
と
な
っ
た
結
果
、
新
人

議
員
12
月
議
会
一
般
質
問

は
、
事
実
誤
認
に
よ
る
議

員
及
び
議
会
の
名
誉
を
傷

つ
け
た
質
問
は
議
事
録
か

ら
削
除
す
べ
き
で
、
ま
た

池
本
興
治
議
員
と
濱
田
が

逮
捕
さ
れ
る
と
議
会
広
報

委
員
会
等
で
の
公
言
に
つ

い
て
も
、
議
会
で
の
陳
謝

を
求
め
る
。

捜
査
の
目
的
等
に

つ
い
て
は
、
知
る
範

疇
に
あ
り
ま
せ
ん
。
後
半

は
私
に
対
す
る
質
問
な
の

か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
処
理
業
務
の
委
託

契
約
に
つ
い
て

昨
年
度
と
本
年
度

の
廃
棄
物
収
集
運
搬

処
理
業
務
へ
の
入
札
参
加

資
格
要
件
の
相
違
点
と
委

託
契
約
者
名
、
入
札
の
種

類
、
委
託
金
額
、
契
約
期

間
等
も
答
弁
下
さ
い
。

１
点
目
経
験
及
び

実
績
年
数
を
３
年

以
上
、
２
点
目
廃
棄
物
収

集
運
搬
車
両
を
有
す
る
こ

と
、
３
点
目
ク
リ
ー
ン
セ

生名物揚場花壇に咲くランタナ
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一
般
廃
棄
物
の
収

集
運
搬
業
務
の
公
平

性
に
鑑
み
、
経
済
性
の
確

保
よ
り
も
業
務
遂
行
の
適

正
を
重
視
し
、
最
も
適
切

に
業
務
遂
行
で
き
る
業
者

を
選
定
す
る
た
め
に
、
随

意
契
約
を
し
た
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

德
永 
貴
久 

議
員

人
口
減
少
対
策
の
具

体
策
は人

口
の
増
加
に

は
、
町
内
に
住
む

場
所
と
働
く
場
所
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
住
む
場
所

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
通

し
、
一
定
の
成
果
が
見
ら

れ
る
。
働
く
場
所
の
動
き

と
し
て
、
町
は
ど
の
よ
う

な
施
策
を
考
え
、
行
動
し

ン
タ
ー
管
理
業
務
を
収
集

運
搬
処
理
業
務
と
一
体
と

し
た
、
４
点
目
単
年
度
か

ら
３
年
間
の
長
期
継
続
契

約
と
し
た
。
弓
削
は
カ
ミ

ジ
マ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
託

金
額
４
，
９
５
０
万
円
、

生
名
は
い
き
な
衛
生
社

１
，
６
０
６
万
円
、
入
札

方
式
は
随
意
契
約
で
す
。

昨
年
度
弓
削

の
委
託
金
額
２
，

７
５
０
万
円
が
本
年
度

４
，
９
５
０
万
円
と
な
り

２
，
２
０
０
万
円
も
高

く
、
生
名
は
８
１
４
万
円

が
１
，
６
０
６
万
円
と
な

り
７
９
２
万
円
も
高
く
契

約
さ
れ
て
お
り
、
納
得
で

き
な
い
。
随
意
契
約
は
、

明
確
に
法
律
違
反
で
あ

り
、
長
期
間
同
一
業
者
と

契
約
を
繰
返
せ
ば
、
疑
念

や
不
正
を
生
む
原
因
と
な

る
こ
と
か
ら
、
実
態
を
精

査
し
検
証
し
検
討
を
し
た

結
果
、
健
全
な
競
争
原
理

が
働
く「
見
積
も
り
入
札
」

を
昨
年
導
入
し
経
費
削
減

が
出
来
た
の
に
、
随
意
契

約
に
逆
戻
り
で
す
か
。

て
い
く
の
か
。
例
え
ば
、

人
口
急
減
地
域
特
定
地
域

づ
く
り
推
進
法
を
活
用
し

て
み
て
は
い
か
が
か
。

上
島
町
企
業
誘
致

促
進
条
例
に
基
づ
い

た
奨
励
措
置
と
、
新
規
出

店
者
店
舗
改
修
補
助
金
制

度
を
行
っ
て
い
る
。
企
業

誘
致
は
２
件
、
店
舗
改
修

補
助
金
制
度
は
３
件
の
実

績
。
現
在
、
上
島
町
移
住

定
住
体
験
ス
ペ
ー
ス
整
備

事
業
を
実
施
。
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
を
整
備
、
事
業

の
創
出
や
創
業
を
支
援
し

て
い
く
。

人
口
急
減
地
域
特
定
地

域
づ
く
り
推
進
法
を
活
用

し
た
施
策
は
、
年
間
を
通

じ
た
仕
事
の
創
出
や
人
手

不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る

等
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
考

え
ら
れ
る
が
、
組
合
発
足

は
町
内
の
様
々
な
事
業
者

に
、
組
合
員
と
し
て
参
画

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

今
後
、
様
々
な
事
業
分
野

の
方
々
の
意
向
を
聞
き
、

本
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

上
島
町
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
報
奨
要
領
の

制
度
見
直
し
を

岩
城
中
野
球
部

は
、
全
日
本
軟
式
野

球
愛
媛
県
大
会
に
お
い
て

準
優
勝
の
成
績
を
収
め
、

四
国
大
会
出
場
を
果
た
し

た
こ
と
か
ら
、
保
護
者
が

中
心
と
な
り
上
島
町
文
化

ス
ポ
ー
ツ
報
奨
要
領
に
則

り
、
懸
垂
幕
の
申
請
を
し

た
も
の
の
、
不
承
認
と

な
っ
た
。
同
要
領
施
行
か

ら
14
年
が
経
過
し
、
当
時

と
比
べ
状
況
も
変
わ
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同
要
領

を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

岩
城
中
学
校
保
護

者
よ
り
懸
垂
幕
の
申

請
が
あ
っ
た
が
、
上
島
町

文
化
ス
ポ
ー
ツ
報
奨
要
領

第
３
条
の
全
国
大
会
へ
の

参
加
相
当
と
い
う
規
定
に

基
づ
き
、不
承
認
と
し
た
。

同
部
の
活
躍
は
素
晴
ら
し

い
功
績
で
あ
る
が
、
他
の

事
例
と
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
の
判
断
。
同
要
領

で
、
全
国
大
会
へ
の
参
加

相
当
と
位
置
づ
け
て
い
る

こ
と
は
、
子
供
達
や
各
文

化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
が
目

標
を
持
ち
、
さ
ら
に
上
を

目
指
し
て
向
上
心
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
趣
旨
。
今
後

も
公
平
性
に
配
慮
し
な
が

ら
、
報
奨
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
改
正
を
含
め
た
検

討
と
協
議
を
重
ね
て
い

く
。

特定地域づくり事業協同組合の概要

（出典）総務省ホームページ

https://www.soumu.go.jp/main_content/000690623.pdf

岩城支所に掲げられた懸垂幕
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岩城橋工事視察:７月21日

一般廃棄物最終処分場視察:７月19日

活
動
報
告

去る、６月 19 日（土）には、多くの町民に見守
られながら、最後の鋼製橋桁が架設され、いよい
よ佳境に入った岩城橋工事。完成後は、上島架橋（県
道岩城弓削線：通称・ゆめしま海道）として地域
活性化に大きな期待が寄せられています。

上島町議会は、この大事業の一端を垣間見るた
め、７月 21 日（水）に岩城側から工事の現況の説
明を受け、現場の視察を行いました。

平成 30 年７月から約３年の工期を経て、本年３月に完成した
“ 上島町佐島一般廃棄物最終処分場 ” を産業建設委員会で施設視
察を行いました。

廃棄物による環境汚染（水質汚濁）を食い止めるために、埋
立処分場に隣接された浸出水処理施設をはじめ、環境配慮がさ
れた施設であることを確認しました。

気になるポイント
岩城橋は船舶航路空間を確保するた
め、中央部が海面から 45.5 ｍになる
ように５％の勾配（100m進むと 5m
高くなる）がとられており、対向車を
発見し難い造りとなっている。開通後
の走行には注意が必要と感じた。
参考：�ベタ踏み坂で有名な江島大橋（鳥

取県）は6.1％の勾配。（高さ45ｍ）

岩城橋は、高い主塔と橋桁を吊上げるケーブル（斜材）
が羽ばたく鳥の姿に似ている『斜張橋』と呼ばれる橋
であり、主塔から主塔までの距離が 475 ｍと、完成後
には日本で７番目の長さの橋となる予定です。

ちなみに、しまなみ海道沿線では、「多々良大橋（１位：
890 ｍ）」と「生口橋（４位：490 ｍ）」があり、岩城橋
と生口橋は橋上からお互いの姿が見渡せる位置関係に
なります。

工事関係者の説明によると、この日は、６月 19 日（土）
以降巷で話題となっていた最後の橋桁のズレが調整さ
れ、結合部の溶接・ボルト締め作業が始まったところ
でした。

また、岩城側主塔の作業も最終段階になっており、工事用エレベータで主塔最上部に上がれる機会も
最後となるという事で、視察させていただきました。

来年３月の開通まで、事故無く作業が完遂されることを祈念します。

2021.7.11 現在2021.7.11 現在

地上 137.5 ｍから撮影地上 137.5 ｍから撮影
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町民の皆様の声を募集しておりま
す。身近で起こった出来事、議会に
ついて思っていること、ご希望・ご
要望など何でも結構です。是非、編
集委員会宛にお送りください。
〈応募要件〉
500字程度でお願いします。紙面
の都合上、掲載されないことがある
ことをご了承ください。
原稿もしくは電子メールにてご応
募ください。
住所･氏名は明記してお願いしま
す。匿名はお受けできません。
〈送り先〉
〒794-2592　上島町弓削下弓削210
上島町議会事務局「議会だより編集委員会」宛
ＴＥＬ：0897-77-2500
ＦＡＸ：0897-77-4011
Ｅ-mail：gikai@town.kamijima.ehime.jp

毎月１回　月例出納検査
議会・全員協議会・常任委員会は、
どなたでも傍聴できます。詳しい日
程は、議会事務局（☎77-2500）まで
お問い合わせください。

　〜 

編
集
後
記 

〜

今
月
号
は
、
新
人

議
員
が
積
極
的
に
表

紙
の
写
真
・
全
員
協

議
会
・
定
例
会
等
の

編
集
を
担
当
し
て
発

行
し
た
。

「
い
か
が
で
す
か
？
」

６
月
議
会
で
は
、

議
長
不
信
任
・
補
正
予
算
修
正
動
議
が
提

出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ま
だ
ま
だ
続
く
町

の
い
き
な
ス
ポ
レ
ク
、
フ
ェ
ス
パ
へ
の
対

応
判
断
が
求
め
ら
れ
た
。

新
人
議
員
か
ら
、
議
会
運
営
の
流
れ
、

疑
問
や
対
応
の
仕
方
な
ど
、
よ
く
相
談
を

受
け
ま
す
。

　
年
前
に
な
る
が
、
私
の
新
人
議
員
の

時
は
、
議
員
間
で
は
、
先
輩
議
員
を
敬

い
、
長
老
議
員
に
は
、
気
配
り
し
な
が

ら
、
な
ご
や
か
な
議
員
構
成
で
あ
っ
た
と

当
時
を
思
い
返
し
清
々
し
い
気
持
ち
で
良

き
相
談
相
手
と
し
て『
も
の
の
見
方
』『
考

え
方
』
を
し
っ
か
り
見
地
し
て
例
規
集
・

議
員
必
携
を
再

び
紐
解
い
て
い

る
。
議
会
だ
よ

り
が
、
議
会
の

歴
史
資
料
と
し

て
残
る
も
の
で

あ
っ
て
ほ
し

い
。寺

下
　
滿
憲

あなたの声をお聞かせください

９ 

月

議会運営委員会
全員協議会
定　例　会
予算決算委員会
予算決算委員会
予算決算委員会
定　例　会（再開）

　２日（木）
　３日（金）
　９日（木）
１４日（火）
１５日（水）

２２日（水）

議会の活動予定

上
島
町
議
会 

広
報
委
員

委 

員 

長

　德
永

　貴
久

副
委
員
長

　藤
田

　徹
也

委

　
　員

　寺
下

　滿
憲

大
西

　幸
江

宮
地

　利
雄

山
上

　耕
司

林

　
　敬
生

30

　
「
ゆ
め
し
ま
海
道
」

６
月
19
日
朝
、
岩
城
側
の
巻
き
上
げ
機
で
橋
の
最
後
の
１
ブ
ロ
ッ
ク
が
吊
り
上
げ
ら
れ
て
７
４
５
メ
ー
ト

ル
の
岩
城
橋
が
繋
が
り
ま
し
た
。
こ
の
現
場
に
弓
削
島
、
生
名
島
の
住
民
と
対
岸
の
岩
城
島
の
住
民
が
接
続

を
楽
し
み
に
集
ま
り
見
守
り
ま
し
た
。
来
年
３
月
に
は
、
完
成
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
す
ね
。

こ
の
島
に
暮
ら
し
て
50
年
に
な
り
ま
す
。
島
の
暮
ら
し
は
50
年
で
ど
う
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
は
、

因
島
の
日
立
造
船
で
働
く
人
が
多
く
人
口
が
現
在
の
お
よ
そ
倍
の
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
勢
い
が
あ

り
ま
し
た
。
因
島
大
橋
が
開
通
し
て
、
ク
ル
マ
に
よ
る
往
来
が
増
し
、
当
然
の
よ
う
に
生
名
フ
ェ
リ
ー
は
両
頭

船
に
な
り
、
便
利
さ
は
加
速
し
ま
し
た
。

三
原
市
か
ら
友
愛
の
水
が
届
き
上
水
道
と
な
り
、
水
の
心
配
が
な
く
な
っ
て
生
活
の
不
安
の
一
つ
が
解
消

さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
上
島
町
合
併
、
下
水
道
完
備
。
合
併
協
議
会
が
当
時
の
四
町
村
で

交
替
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、船
便
で
は
ロ
ス
時
間
が
あ
り
、上
島
架
橋
の
早
期
着
工
を
願
い
ま
し
た
。「
橋
」

は
離
島
の
生
命
線
と
言
わ
れ
ま
す
。

目
の
前
で
変
わ
り
つ
つ
あ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
残
る
風
習
も
大
事
に
し
て
、
お
互
い
の
島
を
行
き
来
で

き
る
と
き
が
来
ま
す
。

今
日
も
美
し
い
瀬
戸
内
の
ゆ
め
し
ま
海
道
の
完
成
を
待
ち
わ
び
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出
か
け
ま
す
。

生
名
地
区　
　

村
上　

京
子　

町民の声


